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<コメント>

Ｑ２で１２番手にのこられなければＱ３へは進めません。
何とかベストを尽くしたのですが1’30”694で１３番手。残念ながらＱ３には残れませんでした。
この時点で明日の決勝までトップとの差は３秒近くあります。かなり厳しい状況です。

原因は石か何かがラジエーターに当たったことによる水漏れでした。途中で水が噴き出している事に今野君が気がつき、慎重にピットに戻ろうと
していましたが、直接フロントタイヤに水がかかってい為、馬の背でスリップダウンして二本目は終了です。

翌日は予選です。しかもノックアウト方式のため、セッション毎の時間が短くセッティングも大きく振ることが出来ません。
転倒した今野君に怪我は無く、マシンもラジエター交換で済み、その他の大きなダメージはありませんでした。

ＷＥＴ宣言が解除されたときのためになるべくコンディションのいいタイヤを残しておきたいからです。
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早いもので全日本ロードレース選手権も後半戦が始まりました。

そのままレースは成立し、１１位でレースを終えました。

レーシングサプライ

スタートが決まり一周目で８番手！！会心のスタートでしたが、周囲とのタイム差はじりじりとひらいていきます。
雨が振ってきそうな天気の中ドライコンディションでスタート。

そして二本目ですが、走り出して３週目の裏のストレートエンドの馬の背コーナーで転倒してしまいました。

このままでいても仕方が無いので少しでも、アベレージタイムを上げて決勝を戦えるように朝フリーでマシンのセットを振りました。
変化はありましたが、大きすぎていたので少し元に戻し、決勝スタートです。

今回は10.25N/mmからスタートして、ストローク奥での使いやすさを求めて10.0Nへ。
しかし奥は少し使いやすいが、ダイブスピードが早くなってしまいCOMPでのアジャスト範囲を超えたのでレートは戻して別の方向を探ることに。

毎年ＳＵＧＯのテストは８耐が終了直後ということもあり、鈴鹿仕様の車両を持ち込んでテストスタート。

我慢のレースを続けて、１１番手をキープしていました。その後雨降ってきてセイフティーカーが入り赤旗中断。

ＳＵＧＯはサスペンションへの荷重のかかり方が鈴鹿と違うためレートをあわせるところから始めます。

今回の課題を次回解決できるように、チーム一丸となってがんばります。
また次回岡山も応援宜しくお願いします。
ありがとうございました。

このテストを通してコーナー中のフロントの高さが高いことがタイムにつながらず、結局テストでのベストタイムは1’31”03、レースウィーク最初の
走行でタイムが上がらず1’32秒台。油面を下げていったが、ストローク奥での欲しかった動きが出なかったため元に戻しました。

予選開始直後雨がパラついてきてＷＥＴ宣言が出ました。
通常予選中はマーキング済みのタイヤを使わなくてはなりませんが、ＷＥＴ宣言中はマーキングしていないタイヤでも走ることが出来ます。
戻ってきたタイミングでリヤタイヤを交換し、マーキングしているタイヤを温存しました。

レーシングサプライ
畑中　健太郎


